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コラム『子どtを取り巻く環境と私たちの関わり方は?』

末村 伸子 (会員)

特集 第3回オンライン公開学習
『腔る』教育・教育行き過ぎ論を見直す
一万'ュケロショナ肌ラが外の視点から一
『腔る権利に疑間を持とう』講演後の討論会紹介

原田 敬三 (弁護■)

注意を ! マスク着用と熱中症予防 (厚生労働省チラシ)

学校安全ネツトがお薦めするこの一冊
山□裕貴煽書『学校億育事故への備え

―裁判緒は何をどう見るのか―』
細川  潔 (弁護主)

曇

コ ラ ム

子どもを取り巻く環境と私たちの関わる方は ?

木村 伸子 (金員)

遊びに来た孫 (小学校 1年生)が部屋の中を走り回つていたので「少し静か
にして」と言つたら、『違うよ、学校では先生が手を挙げるとみんな席に着くん
だよ。指をグーにしたらお喋りをしたらいけないんだよ。」と言う。コロナ禍の中
で飛沫が飛ぶのを防ぐためかと思つたが何か変、まるで動物の調教師のよう
に子どもを馴らしているように感じられた。その時思い出したのが、この孫が3

歳児の時、通つていた保育園でのこと。園に着いて保育士に「ぉはょぅござい
ます」とあいさつが出来なかつたことを責められ、長時間部屋の隅で正座させ
られていた。他の園児たちは朝の散歩に出かけてしまっても部屋に置いてゆ
かれた。私が知ったのは、たまたま散歩途中の園児の列 とすれ違つた時、

我が家の孫だけがいない。おかしいと思い母親に確かめの連絡
をしたことからだつた。まだ、自分で判断できない小さな
子どもが、保育士や教員の指示をなんの疑いもな

く従つている。訳も分からず罰を課せられたり、
調教されたり、今の子どもを取り巻く環境と

私たちのかかわり方を深くとらえね
ばと考えさせられた。
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|||1第 3回オンライン公
lrtる1教育・教育行き過ぎ諭

講師

3月 6日  「叱る権利に疑間を持とう」講演後の討論紹介

このテーマについては、佐々木氏からの意見や、喜多氏から戦後の教育史の

一端が紹介されるなど、豊かな議論が展開されたので、会員の皆さんに紹介する。
文責  原田 敬三

鹿野 :「叱らない」 とい うことを前面に出す と、
「子 どもが傍若無人になって学校が混

乱する」とか、批判が出るのではない

で しょうか。

喜多 :私 も同感です。いきな りそれを正面に出

す と、 日本の社会は非常に反発が強いだ

ろうと。 「我儘助長論」が出てくるで

しょう。
「子 どもの権利」でも以前散々叩かれま

した。我儘を助長するのではないかとい

う議論の中に巻き込まれて しまう可能性

は高いと′思いまう
~。

「基本的には叱るとい う手法」以外の実

践です。子 ども達が自分達で自分達の社

会を作っていける、オー トノミー とい う、

特に規律面で子 ども達 自身で作っていけ

るように支えていくような実践がもっと

進んでいかないと、単純な架空の議論に

なってしま う。だからこそハラスメン ト

からいこうと。まだ 「叱らない教育論」

を日本で議論するのは無理なので。海外

に学びつつ、 日本で どうい うふ うにそれ

を進めていけるのか。今後の課題だと感

じてお ります。

佐々木 :共同通信の佐々木です。 1点伺いたい

と思ったのは、先生側の指導が入 らない

とい うこともあって、つい強 く叱って し

まう、そ うい うところがあったと思 う。

実は叱っている先生 と親の側で自分の権

威性みたいなものを疑わない人は、感 じ

る感性 もないかもしれないけれ ども、叱

るってい う行為は、結構負荷がかかって

きついと思 うんです。相手をやっつける

行為ってい うのは、自分も傷つ くとい う
のが僕の実感なんです。なので、その側

面ってい うか、貴方にとっても辛いで

しょう、ってい うそ うい ういつも権威あ
る者 として子 どもに接 し、自分が叱る者

として相手の前に立ち現れるっていうのは、

とても辛いことのように思 う。だから先

生や りたくない人もでてくるように思 う。

今回のお話の中に、チラッと指導が入ら

ないとか、先生の側の幸さみたいなもの

として、その側面の話があったと思 うん

ですけれど、叱るという局面でも叱る側

も傷ついている、傷んでる側面が入って

くると、もっと理論がふくよかに全体性

を持てる気がしますc

子ども達が、問題行動を起こしたときに、

教師の側がどういうふ うにそれに対応す

るか。本当に余裕があれば、話合いなが

ら、子ども達に寄 り添いつつ話を進めて

いくということもできる。けれども、余

裕がないとどうしても叱る行為などの懲

戒的な行為で済ませてしまう。実は教師

にとっても本当はや りたくない、本当は

もっと寄り添いながら話 しながら、その

子の気持ちに寄 り添って解決 していくと

い う方法をとりたい。でもそれが取れな
いということも含めて先生のジレンマと

い うのがあると思います。ブラック校則
の問題もそ うなんですけれども、そうい

うものにしか頼らぎるを得ないような今
の教師の現状をどう考えていくか、現場

の先生達と話 し合っていきたいなと思い

ます。

非常に理論派の教師で、 「喜多さんの叱

らない教育を僕は支持する」とい う先生が

一人だけいました。北広島の教員で僕の教
え子の一期生で、還暦過ぎている教師です。

だから、経験を積み余裕ができて問題を

考えていけば、教師も本当は叱らなくて済
むんじゃないかというふ うに思 うんです。

今余 りにも日本の教師の状態が悪すぎる、
ですからそこで先生達を追い詰めたくない

という気持ちも裏側にはあります。

喜多
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ハ ラスメン ト問題

浅 見

きた私 としては、教え子を

詰めたくないとい う思いも裏側に

はあります。

今 日お話を問いていて少 しイメージが

固ま りかけているところです。教育行

政に関わるホーム相談体制構築に向け

た手引書 とい うことで今運営委員会で

勉強を始めてお りますが、それ と絡め

てお話を聞きながら、学校運営 とい う

目線をもう少 し入れることによって、
子 どもと大人、子 どもと教師 とい う領

域を考えることができるのではないか、

考えた方がいいんではないかなとい う
感想を持ちました。

喜多 :具体的にどんな場面が想定できますか。
対子どもと教師とい う関係の中で出て

くる問題ではなかなか解決 しないよう
な問題、これを学校運営の視点で、教
師集団とか、学校運営の視点でとらえ

れば、かなり新 しい改善の視点が拓け
る、道が開けるんではないかととらえ
てよろしいんでしょっ。

浅見 :今まで学校の問題ってどうしても対立

関係でとらえられているとすごく感 じ

ます。裁判なんか傍聴 しながら感 じた
ことですけれど、その対立関係で捉え

られていることが、ひとたび何かが起

きた時の説明責任がどこか追いやられ
てしまうとかの問題を惹き起す。
ですからもうちょっと学校運営の目

線を表に出しながら運営されている子
ども達と教師にとって学校の在 り方で

すか、そんなものをもっとこれからは

捉えていくべきじゃないかなと思って
お ります。

佐々木 :浅見さんのおっしゃっていることは

既に、喜多先生のレジュメ1の 4、

「叱らない教育をめぐる動き」の日本
の戦後新制高校の三権分立型生徒会の

ところに現れているのかと思います。
生徒会 じゃなくて生徒自治会っていう
かたちですね。教育内容を権威主義で

人権を教えるかもしれないけど、教育
方法が、尊厳を大切にする、人権を大

切にする民主的ではなかったとおっ
しゃっていたことが大変示唆的です。
自分でも教育について考えた時、内

容と方法ともう一つは主体ですね、誰
が主人公かってい うことです。そうい

うふ うに解体 して考えてきている。そ うす

ると教育内容の民主化、民主主義を 「教え

る」ことはやっているけれ ど、教え方は全

然民主的ではない。相手を尊重 してない。

個人 として対等ではないとい う意味で方

法論の民主化が進んでいなかったとい うの

が戦後の日本の教育でした。最近はむ しろ

逆行 しているかもしれない。

喜多 :東京都の都立高なんて典型ですね。

職員会議で先生は挙手す ら禁止 されてい

るわけですね。挙手禁止通達が都教委から

出ていなが ら、その都立高校で民主主義を

教えている訳です。それはどちらかとい う
と運営ですね。浅見さんが言 う学校運営の

方は、非民主的な運営体制のままで、でも

民主主義教育を教えなきゃいけないG

方法 と運営も含めて全体が人権保障性や

あるいは民主主義の考え方がどこまで方法

や運営にもきちっと貫かれているかとい う
ことは非常に大事なテーマだと思います。

佐々木 :全 くその通 りだと思います。それで最後
のどうした ら叱らない教育かあるいはエ

デュハラがなくなるかとい う方法論にして

も、結局は民主的な運営の確立 とい うか、

先生の教え子 さん達がそのことがすっと腹
に落ちるとい うような教育を受けてきてい

るとか、あるいはちゃんと自分の中で持っ

ている。そ うい う学校にならないと再生産
していく子 ども達がみんなそ うい う権威に、

権力によつて従わせる学校に馴染んで、そ
の文化でいく。

そこのところで主体の回復ってい うか、

学校内主体 とい うものがとても大事で、生

徒 自治会ですか、こうい う制度的なものを

もっと広げて行かないといけないんだろう
なと思います。

喜多 :過去に生徒会支援協会 とい うものがあ りま

した。元生徒会長をやっていた人達、今度
の千葉県知事の選挙に出ている千葉市長も
その一人なんですが、あの世代の、1990年

代の権利条約を批准 した時期に生徒会活動

をしていた人達です。学校そのものを変え

ていく取 り組みをしていました。例えばい

じめの問題に対 しては、い じめ撲滅宣言み

たいな、生徒人権宣言を挙げていた。その

ような生徒会 もあった。あるいは生徒憲章、

校則を廃止 して生徒憲章をつ くった学校も
あ りました。豊中中だったと思います
が、90年代に、生徒会が頑張って学  .
校そのものを 変えていこうとい  ■

′

う取 り組みが進んでいた時期が   ,=
あった。               ・ _

も行きすぎちゃう

.=_ と教師を追い詰めてしまう
・  かも、教職課程40年やって

硼磯
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〓鸞 そのOBが 2020年代に生徒会をバック
アップしたいと願って、協会をつくった
り、ネットワークを作って支援 している。
彼らと話 していて感 じること、それは、

日本の生徒会がどうしても超えられない

壁が、学習指導要領の存在です。
先ほど紹介 したように、戦後GHQの指

導で生徒自治会 というのが小学校から大

学まで全部生徒自治会ってい うのができ
て、児童自治会 とかできたんです。 とこ

ろがそれにス トップをかけたのが文科省
で、1947年に学習指導要領ができ、次い

で、52年に改訂された時に生徒自治会を

全部生徒会という形に変え、今でいう特
活の中に生徒会活動を組み込んで、教育
課程の一部にしちゃった。教師の側から

言えば、生徒会というのは、 「指導の対
象」であって、対等に民主主義を構成 し
ていくパー トナーとして学校の中に位置
づけるとい う発想ができなくなった。徒
の自治活動を育成するとい う目的で生徒
会を運営しなければいけない。あくまで

もカリキュラムの一部とする枠組みの中
に生徒会が押 し込められてしまった。

教師と生徒が対等に学校の中で学校を
かえていくうえで、法制度的な枠が大き
な限界として立ちはだかる。

最近、地域生徒会、千葉市の市長も
やった取り組みがある。中学校が地域で、
生徒会が町づくりに参加する仕組みを作
ろうとした。学校本体は指導要領の壁で

なかなか改革を生徒会から提案できない
ので、町づくりの方に生徒会活動が進ん
でいくという動きとして実現 した。

最近 「民主主義と学校改革」の報告書
を文科省にあげた若者グループです。

生徒会は、今指導要領の大きな壁をど

う克服できるか課題になっています。

佐々木 :先ほど生徒自治会のところで、生徒会
を除名処分にした生徒が退学になったっ

てい う横浜 ?のお話を紹介されてました
けれ ど、それはやっばり普通に考えて行
きすぎだっていう感 じがします。

それで思 うんですけど、 子ども達に

自由を、自治を」って言って、=自 治を
与えた時、与えるという言い方はよくな
いな=彼 らが自治を得た時に紅衛兵とか
に純化する、あるいはヒットラーユーゲ
ン トみたいにピュアな方向に運動が走っ

ていって排除が働いたり、いろいろな行
き過ぎ、過激化が起きるということも心
配ですc

大きく社会、長い社会経験 とか、視野を

持っていない場合には、若者は、エネル

ギーは強いけれ どもすごく危ないことも起

きるじゃないか。そ うすると、尊厳のある

混乱なのか、尊厳無き統制なのか、とい う
二項対立が成立するんじゃないか。先生に

よる統治、あるいは校長による統治ってい

うか、あるいは校則でもいいですが、喜多

先生がおつしゃる規律でもいいですけど、

そ うい うものによって、がっちり静かにお

さまっていると自由はないc逆に自由だけ
どきちんとした結論に至ることができない

かもしれない、混乱するかも知れないc

そこで、叱責を方法論の中心に置いて、

自由や民主主義は教えるけれ ども、そこで

方法論において結構きつい方法を担保 して

確保 して、それを教え込んでいくみたいな
ことを肯定するとい う考え方 もあるのかな

と考えます。理論的な問題ですけれ ども。
「生徒会が生徒を除名 して退学にして しま

う」 とい う話をうかがって、心配な事です。

喜多 :生徒総会で、問題生徒について除名処置を
したことがあるとい う話ですね。まだ戦

後初期の混沌 とした時代でした。当時は
レッ ドパージもホワイ トパージもあった

んです。教師が辞めさせ られるんじゃな
いかとい う時に、人事権に生徒 自治会が

介入 した り、この先生を辞めさせてはい

かんと、そんなことが通用する社会だっ

たんです。ただ僕はやっぱ り経験、そ う
い う、高校 も中学も、大学 もそ うですが、
生徒 自治、学生自治についての経験を積
まなきゃいけない時に、そこが十分な経

験のないままに、運動が先鋭化 していっ

て しまったとい う感 じで受けと受け取っ

ています。

佐々木 :な るほど。

喜多 :あ と、60年代の安保の時代に、学生運動

が盛んにな り、生徒会も非常に動いてい

た時期があるんです。欧米の社会は民主

主義の成熟度が 日本 と違います。戦後 日

本は 「与えられた民主主義」 と言われる
ように、GHQから与えられた部分がある。

民主主義を勝ち取ってきた長い歴史を

持っているコーロッパ諸国はしたたかな

大人達が、若者の参加 とい うか、自治や

活動をうまく社会の中に取 り込んでいる
んです。

たとえばフランスの中央教育審議 会に

は3人高校生が入ってる。フランスの高校

生徒会連盟の代表者は 必ず中教審の参加、
入るとか、 つま り、政策決定の うるさい

運動をやるより、 「一緒にやろ う」で取
り込んでいくわけです。
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これは安全弁です。若者がこれ以上紛

争にならないよう、紛争で大人が、 「こ

れ以上は降参だ、一緒にやろうよ」 と

言って、門戸を広げて参加制度を作って
いったとい うのが欧米型なんです。

日本では機動隊でつぶ していく。 日本
の70年代の学生運動に対 して、とことん

つぶ しちゃ う。その運動を高校の参加制

度やあるいは教育政策に生か していこう
とい う視点はなかったです。中教審に学

ト

ザ

せん。今大学だって、大学改革は学生の意

見を入れ、学生参加で大学改革なんてい う

視点はないですね。

佐々木 :今度のとん挫 した 「共通入試」

も全 く学生の意見聞いてないですね 。

喜多 :コ ロナの時代で、本
や若者 というのは置
れています。

(質疑議論の後半は省略 しま

当に子 ども

き去 りにさ

した。 )
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学校安全ネットがお薦めする この一冊 :VoL7

育事故
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山 口裕 黄 経

「学校体育事故への備え」・…。学校安

全ネッ トのためにあるかのような著作で
ある。

副題に「裁判所は何をどう見るのか」
とあるように、学校体育事故における法
的責任と裁判例を挙げた労作である。本
著作の凄いところは、掲載されている体
育事故裁判例数が多いところ。 30件 も
の裁判例が挙げられている。裁判例の項

目分けも、体育授業中、体育的行事中、

運動部活中と上手 くできている。挙げら
れている体育活動内容も、器械運動、陸
上競技 ■●日、主要なものは網羅されて
いる。

裁判例の紹介の仕方も、判決内容をそ
のまま挙げるのではな く、原告の主張、
被告の主張、裁判所の判断が上手 く、ま
とめて挙げられているため、非常に参考

年会費

になる。原告が どのような主張・立証 を した

か、それに対して裁判所はどのような判断をし
たのかは、学校事件を扱う弁護士には必須の情
報である。
ただ、本著作は・ =口 非常に厚い。全体で 5

84ページもの分量である。そこで、本著作の
読み方として、以下 3つの方法を提案する。ま
ずは、初めから最後まで根性で読み進める方法。
元気があればなんでも出来る !次は、自分の興
味のある競技から読み進める方法。今抱えてい
る事件に関する競技とか昔部活等でかじったこ
とのある競技等、気になる競技から読み進めれ
ば、本の厚さなど気にならないハズ !最後は、
勉強会などを組んで、メンバーが各事例の報告
を行う方法である。強制力が働くので読み続け
られること間違いなし !

本著作は、私がたまたまインターネットで見
つけたものだが (本当にたまたまなんですよ)、

メジャー競技等の裁判例が網羅されている点、
非常に有用である。このような名著が世から隠
れているのは勿体ないと思い、ここに紹介する
次第である。

以上
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東京都千代田区富士見
2-7-2

ステージビ/じ 1706号

南北法律事務所 内

弁護士 細川 潔

☆ NPO法 人学校安全全国ネツト入会の御案 内☆
私たちの活動は,皆さんの会費で運営しています。

学織安全に関する相談をはじめ。当金の事業に対 し
ご理解・ ご賛同をいただきますよう。お願い申し上げます。

★会員 3′ 000円 ☆賛助会員 5′ 000円
郵便為替でのお手続きは、以下までお願い致します。

振 込 先 00130-9-346463
加入者名 ヒエイリ)学校安全全国ネットワータ

★『 安全ネット通信』刊行元 ・ お問合せ先
学校安全全国ネットワーク

TEL 03-3511-・ 5070
FA1 03・-3511…Ⅲ5784
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